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カルチャー
パーク
彫刻探訪
秦野市が「彫刻のまち」なのを
知っていますか？駅周辺や公園
など、実は景観に調和し、さりげ
なく身近にアートが存在してい
ます。
特に秦野市カルチャーパークは
彫刻の宝庫なんです！そんな彫
刻の数々を「はだの文化通信ハ
ルモニア」内で少しずつ紹介して
いきます。散策ついでに、見つけ
てみてくださいね。

門状彫刻メタモルフェー
作・林田滋

ふたたび
作・井上玲子

FIGURES-LINE　作・松尾光伸

ROPEⅠ
作・岸豊治

陽光
作・土屋健

風
作・井上久照

秦
野
が
誇
る
画
家･

宮
永
岳
彦

　
秦
野
市
の
芸
術
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
、
洋

画
家
・
宮
永
岳
彦
。
「
光
と
影
の
華
麗
な
る
世
界
」
と
称
さ
れ
る
美
人

画
で
知
ら
れ
た
画
家
で
、
鶴
巻
に
は
宮
永
の
作
品
を
常
設
展
示
す
る

『
秦
野
市
立
宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館
』
が
あ
る
。

　
宮
永
は
父
親
の
転
勤
の
た

め
、
静
岡
県
磐
田
郡(

現
・

校(

現
・
名
古
屋
市
立
工
芸

高
等
学
校)

卒
業
後
、
松
坂

磐
田
市)

で
１
９
１
９
年
に

誕
生
。
名
古
屋
市
立
工
芸
学

屋
百
貨
店
名
古
屋

本
店
に
入
社
し

た
。
宮
永
が
秦
野

に
や
っ
て
き
た
の

は
、
２
度
の
兵
役

後
の
こ
と
。
実
家

の
あ
る
秦
野
市
名

古
木
に
帰
り
ア
ト

リ
エ
を
構
え
、
松

坂
屋
百
貨
店
銀
座

店
宣
伝
部
に
勤
務

し
な
が
ら
、
１
９

４
６
年
か
ら
15
年
間
に
わ
た

り
創
作
活
動
を
続
け
た
。
そ

の
後
、
活
動
の
拠
点
を
東
京

都
新
宿
区
筑
土
八
幡
町
に
移

し
、
１
９
８
７
年
４
月
に
68

歳
で
逝
去
し
た
。

　
油
絵
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ポ
ス
タ
ー
、
書
籍
等
の

表
紙
画
と
装
丁
、
挿
絵
、
水

墨
画
に
及
ぶ
異
色
と
い
う
べ

き
多
彩
さ
で
作
品
を
残
し
、

そ
れ
ぞ
れ
第
一
級
の
先
駆
的

業
績
を
あ
げ
た
宮
永
。
特
に

知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
ぺ

ん
て
る
く
れ
よ
ん
』
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ(

向
か
い
あ
う
男
の

子
と
女
の
子)

や
『
小
田
急

初
代
特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
』

（
３
０
０
０
形
Ｓ
Ｅ
車
）
の

内
外
装
の
デ
ザ
イ
ン
だ
。
ま

宮永が手がけた第31回秦野たばこ祭のポスター

た
、
宮
永
は
１
９
７
４
年
に

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
伯
文
化
協
会

(

現
・
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化

福
祉
協
会)

の
依
頼
に
よ
っ

て
、
当
時
の
皇
太
子
と
皇
太

子
妃(

現
上
皇
・
上
皇
后
陛

下)

の
肖
像
画
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
『
皇
太
子
・
同
妃

両
殿
下
御
肖
像
画
』
は
い
ず

れ
も
60
号
の
大
作
で
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
に
あ
る
日
伯
文
化

協
会
皇
太
子
記
念
館
貴
賓
室

に
奉
掲
さ
れ
た
。
明
治
以

降
、
日
本
人
で
宮
内
庁
の
正

式
な
許
可
を
得
て
天
皇
家
を

描
い
た
の
は
こ
の
作
品
だ
け

と
い
わ
れ
て
お
り
、
宮
永
は

こ
の
作
品
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
政
府
か
ら
サ
ン
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
最
高
勲
章
グ
ラ
ン

ク
ル
ー
ス
章
を
受
章
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
名
誉
あ
る
賞

を
受
賞
し
、
多
種
多
様
な
作

品
を
残
し
た
宮
永
は
、
実

家
・
ア
ト
リ
エ
の
あ
っ
た
秦

野
を
〝
ふ
る
さ
と
〟
と
し
て

愛
し
て
い
た
と
い
う
。
ク

ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル

チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
の
緞
帳(

大

小
ホ
ー
ル
と
も
に)

や
市
内

の
学
校
校
舎
の
壁
画
、
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
ー
ク
中
央
に
あ
る

噴
水
の
像
、
秦
野
の
夏
の
祭

典
『
た
ば
こ
祭
』
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
市
内
に
多
く
の

作
品
を
残
し
て
い
る
。

　
宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館

は
、
秦
野
市
が
遺
族
か
ら
作

品
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
２
０
０
１
年
10

月
に
開
館
し
た
。
市
が
所
有

す
る
宮
永
の
作
品
は
約
４
０

０
点
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
作

品
は
評
価
価
格
が
つ
い
た
も

の
に
限
り
、
印
刷
物
な
ど
を

合
わ
せ
れ
ば
１
０
０
０
点
近

く
の
作
品
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

年
２
回
の

展
示
替
え
も

　
同
美
術
館
で
は
、
油
彩

画
、
水
墨
画
、
童
画
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
作
品

を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
展

示
す
る
た
め
、
半
年
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、

総
入
れ
替
え
で
80

点
前
後
の
作
品
を

展
示
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
や
作
品
の

配
置
を
考
え
て
い

る
の
は
、
同
美
術

館
に
勤
務
す
る
ス

タ
ッ
フ
。
「
何
度

来
て
も
新
し
い
発

見
が
で
き
る
こ

と
」
を
目
指
し
、

毎
回
趣
向
の
違
う

テ
ー
マ
を
考
え
、

工
夫
し
て
展
示
し

て
い
る
と
い
う
。

宮永岳彦記念美術館
の魅力を紹介

秦野市立宮永岳彦記念美術館（秦野市鶴巻北3-1-2）
観覧料 一般300円、弘法の里湯利用の人200円
開館時間 10：00～19：00（入館は18：30まで）
休館日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、12月28日～1月2日
問い合わせ ☎0463-78-9100

「
誘
惑
す
る
女
」

の
見
ど
こ
ろ

　
同
美
術
館
で
は
現
在
、

「
誘
惑
す
る
女
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
作
品
展
示
を
行
っ

て
い
る
。
会
期
は
来
年
３
月

26
日
㈰
ま
で
。
同
展
示
で

は
、
テ
ー
マ
タ
イ
ト
ル
を
連

想
さ
せ
る
表
情
の
女
性
像

や
、
晩
年
の
豪
華
な
衣
装
の

美
人
画
を
描
く
こ
と
に
つ
な

が
る
裸
婦
画
が
多
く
展
示
さ

れ
て
る
。
「
宮
永
が
思
い
描

く
魅
力
（
色
気
）
の
あ
る
力

強
い
眼
差
し
に
注
目
し
て
ほ

し
い
」
と
ス
タ
ッ
フ
。
油
彩

画
と
は
異
な
る
魅
力
が
あ
る

表
紙
画
の
展
示
も
、
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
だ
と
い
う
。

　
半
年
ご
と
に
異
な
っ
た
雰

囲
気
を
楽
し
め
る
宮
永
作
品

の
常
設
展
示
室
の
ほ
か
、
同

美
術
館
に
は
「
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
も
併
設
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
創
作
活
動
の
発

表
の
場
と
し
て
も
、
同
美
術

館
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
だ
。

【
豆
知
識
】
弟
子
の

美
術
館
も
市
内
に

　
宮
永
の
弟
子
で
あ
る
奥
津

国
道
の
美
術
館
も
ま
た
、
秦

野
市
内
に
あ
る
。
奥
津
は
、

女
性
美
と
風
景
を
こ
よ
な
く

愛
し
た
画
家
で
、
１
９
３
２

年
に
秦
野
で
生
ま
れ
、
宮
永

に
師
事
し
た
。
同
美
術
館
で

は
、
奥
津
の
作
品
を
60
点
余

り
収
蔵
。
代
表
的
な
美
人

画
、
水
彩
画
等
を
常
時
展
示

し
て
い
る
。

奥津国道美術館 (秦野市曽屋1758）
☎0463-26-7312　水・木定休

Nov 11

（ランチタイムコンサート除く）

（軽食付）
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平安レイサービ ス（株）湘和会堂秦野 .indd

　｢式
場
の
広
さ
を
見
比

べ
て
み
た
い｣

「
ど
ん
な

お
も
て
な
し
が
で
き
る

か
知
り
た
い｣

｢

ご
安
置

―
ど
の
よ
う
な
声
が

多
い
の
で
す
か
？

国道246号線「ひばりヶ丘」信号そば  フロア貸切型葬祭施設 湘和会堂 秦野
は
依
頼
で
き
る
の
？
」

と
の
声
を
多
く
頂
い
て

お
り
ま
す
。
当
館
は
数

名
か
ら
利
用
で
き
る
家

族
葬
式
場
を
新
設
し
、
人

数
や
ご
要
望
に
合
わ
せ

て
５
つ
の
式
場
か
ら
選
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
参
列
の
人
数
に
合
わ

家族数名から利用でき、すべての宗旨・宗派に対応

寄せられた声を反映した取り組み

作
り
た
て
の
お
料
理
を

ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
も
し
も
の
時
に
は
大

切
な
方
の
ご
安
置
も
可

平安レイサービス(株)では、年間2,300件を超える生前相談を承っています

　湘
和
会
堂
秦
野
で
は
電
話
や
メ
ー
ル
等
で
も
24
時
間
対
応

で
相
談
を
受
け
て
お
り
、
日
々
不
安
を
抱
え
る
ご
家
族
か
ら

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど
の
よ
う
な
声
が

あ
る
の
か
館
長
の
伊
地
知
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

伊地知館長

式場は人数に合わせてレイアウト変更が可能

『貴殯室（きひんしつ）』『貴殯室（きひんしつ）』

2部屋完備2部屋完備

安置専用個室「貴殯室」は24時間面会可能 面前で調理し個別盛りで提供

専用玄関の奥は家族だけの貸切空間

各フロアには入口玄関を設置

新設の
家族葬式場
（～30名様）

花園灯り：意匠登録第1397595号

家族葬式場
（～10名様）

「互助会のご利用」ご相談下さい／引き続きウイルス感染予防 対策中

毎日10～17時：施設見学・生前相談承っております
しょうわ   秦野資料請求やメール相談は 匿名相談可

365日24時間対応。もしもの時は  0120-24-81302
134

水無川 ファミリーマート

●

●

●

●

秦野
警察署

市役所

渋沢駅
小田急秦野駅

出雲大社
日赤

イオン
ひばりヶ丘

若松町

渋沢駅入口

秦野斎場
●

●

東京電力フォルテ
秦野

下落合入口

西大竹

河原町

246

国道246号線
「ひばりヶ丘」信号そば

駐車場完備

特許登録第6085659号能
で
、
24
時
間
面
会
が

出
来
る
貸
切
個
室
の
「
貴

殯
室
」
も
完
備
し
て
お

り
ま
す
。
施
設
見
学
や

事
前
の
ご
相
談
は
随
時

承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

せ
て
お
選
び
頂

け
ま
す
。
各
フ
ロ

ア
に
は
浴
室
や

寝
具
な
ど
ア
メ
ニ

テ
ィ
完
備
の
控

室
や
、
集
わ
れ
た

皆
様
を
も
て
な

す
会
食
室
を
備

え
、
そ
の
場
で
握

る
江
戸
前
す
し

や
揚
げ
た
て
の

天
ぷ
ら
な
ど
、
面

前
調
理
に
よ
る

NPO法人はだの大日堂保存会でインス
タグラムの情報を発信している

藤岡 亜子さん
北矢名在住　19歳

秦
野
の
歴
女 

大
日
堂
を
発
信

　○
…
保
存
会
に
昨
年
入
会

し
、
最
年
少
会
員
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。
き
っ
か
け
は

中
学
の
時
に
訪
れ
た
市
文
化

財
特
別
公
開
。
も
と
も
と
寺

や
歴
史
が
好
き
で
親
に
頼
み

連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
時
、
会
員
か
ら
大
日
堂

の
歴
史
や
文
化
財
と
し
て
の

価
値
、
修
復
の
必
要
性
を
聞

き
、
秦
野
に
守
ら
な
け
れ
ば

失
わ
れ
て
し
ま
う
物
が
あ
る

と
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
頃

か
ら
「
自
分
も
い
つ
か
活
動

に
携
わ
り
た
い
」
と
い
う
思

い
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。

　○
…
情
報
発
信
は
会
の
課

題
の
一
つ
。
高
齢
化
が
進
む

同
会
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
活
用
は
議

題
の
一
つ
だ
っ
た
。
「
そ
れ

な
ら
自
分
が
適
任
」
と
手
を

挙
げ
、
今
年
の
特
別
公
開
に

合
わ
せ
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

開
設
。
参
拝
者
は
高
齢
者
が

多
い
の
で
、
若
い
人
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
が
狙
い
だ
。

ま
た
、
会
員
に
使
い
方
の
レ

ク
チ
ャ
ー
も
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
今
後
は
中
高
年
向
け
に

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設
も
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

　○
…
秦
野
で
生
ま
れ
育

つ
。
鶴
巻
小
・
中
を
出
て
秦

高
に
入
り
、
青
山
学
院
大
学

の
歴
史
や
文
化
が
学
べ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部
に

進
学
し
た
。
歴
史
好
き
が
高

じ
て
武
道
に
興
味
を
持
ち
弓

道
を
高
校
ま
で
続
け
、
大
日

堂
を
管
理
す
る
宝
蓮
寺
を
取

材
し
た
こ
と
も
。
大
日
堂
は

卒
論
の
テ
ー
マ
に
す
る
予
定

で
、
学
芸
員
資
格
取
得
も
目

指
し
て
い
る
。
歴
史
を
巡
る

旅
行
や
博
物
館
、
美
術
館
、

寺
社
巡
り
が
好
き
で
「
京
都

の
大
徳
寺
が
一
番
の
お
気
に

入
り
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　○
…
「
昔
は
大
山
・
日
向

薬
師
・
大
日
堂
で
１
つ
の
括

り
と
い
う
認
識
だ
っ
た
よ
う

な
の
で
、
伊
勢
原
と
の
広
域

連
携
で
何
か
仕
掛
け
る
も
の

面
白
い
か
も
」
と
新
し
い
発

想
を
見
せ
る
。
ま
ず
は
一
人

で
も
多
く
の
人
に
大
日
堂
と

そ
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら

い
、
蓑
毛
や
東
地
区
の
誇
り

に
な
る
よ
う
な
存
在
に
押
し

上
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
「
ゆ
く
ゆ
く
は
秦
野
市

全
体
の
財
産
と
し
て
市
民
一

丸
と
な
っ
て
後
世
に
継
承
し

て
い
け
た
ら
」
と
話
し
た
。

ハーフ＆ハーフ

タルトフレーズ

苺とチョコ、両方味わえる夢の
ケーキ

アーモンドタルトの上にカスタードと苺がたっぷり

チョコムースの下には濃厚なブ
リュレ。ラズベリーがアクセント

タルトフレーズ　5号15㎝　3,900円（税込）

ノエルショコラ　18cm　3，900円（税込）

平塚市真田2－17－23住）
9：30～１９：００営）

P あり不定休休）
HPで確認を

☎0463-58-3078

ノエルショコラ

ハーフ＆ハーフ
15cm×15cm　3，900円（税込）

予約は12月18日まで

ココ

おおね公園

ファミリー
マート

ザ・ビック
みちぱん

P4台あり

●

●

東海大学
前駅 ★

●

Ｈ
Ｐ

まずはお気軽にお問い合わせください。

北原堂製菓
☎0463-81-0665

1,071円
販売及び簡単な手作業、配達
週3回（土･日出勤可能な方）
8：00～12：00
若干名　※要普通免許
交通費支給
本店(秦野市曽屋2-1-38）

時給
内容
時間

人数
待遇
勤務地

女性が活躍している
アットホームな職場です。

スタッフ募集スタッフ募集

樋
渡
啓
祐
氏
が
講
演

公
民
連
携
の
ヒ
ン
ト
探
る

　２
０
０
６
年
に
当
時
の
全

国
最
年
少
市
長
と
し
て
初
当

選
し
、
佐
賀
県
武
雄
市
の
行

政
改
革
を
進
め
た
樋ひ

わ
た
し渡
啓
祐

氏
が
12
月
24
日
㈯
、
秦
野
市

文
化
会
館
（
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ

ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー

ル
）
で
「
地
域
の
に
ぎ
わ
い

創
出
と
公
民
連
携
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
う
。
午
後
３

時
～
４
時
半
。
入
場
無
料
。

主
催
は
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
政

治
の
村
。

　樋
渡
氏
は
武
雄
市
長
を
３

期
途
中
ま
で
務
め
、
そ
の
間

に
市
立
病
院
の
民
間
移
譲

や
、
指
定
管
理
者
制
度
を

使
っ
た
３
６
５
日
稼
働
す
る

図
書
館
の
創
設
な
ど
、
大
胆

な
公
民
連
携
の
実
践
で
全
国

的
な
注
目
を
集
め
た
。

　当
日
は
こ
れ
か
ら
の
地
方

自
治
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の

か
、
実
体
験
を
交
え
な
が

ら
、
一
般
市
民
や
自
治
体
職

員
、
地
方
議
員
、
ま
ち
づ
く

り
関
係
者
ら
を
対
象
に
講
演

を
行
う
。

　事
前
申
込
制
。
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
は
同
ホ
ー

ル
☎
０
４
６
３
・
８
１
・
１

２
１
１
、
ま
た
は
{bunk

a@hadano-partners.jp

（
申
し
込
み
時
に
名
前
と
参

加
人
数
を
明
示
）
。

樋渡氏＝樋渡社中提供

前武雄市長

（
八
佾
三―

三
）

は
ち
い
つ

人
に
し
て
仁
あ
ら
ず
ん
ば
礼
を
如
何
に
せ
ん

ひ
と

じ
ん

れ
い

い

か

本ほ
ん
だ
ま
さ
あ
き

多
勝
昭
の

親お

や

と
子こ

の
論ろ

ん

ご語

　人ひ
と
と
し
て
思お

も
い
や
り
や
い
つ

く
し
み
の
心こ

こ
ろ

が
な
け
れ
ば
さ
み

し
い
も
の
で
す
。
家か

ぞ
く族
や

動ど
う
ぶ
つ物
、
植し

ょ
く
ぶ
つ物
に
も
愛あ

い
じ
ょ
う情
を
も
っ

て
接せ

っ
す
れ
ば
、
気き

も
ち持
が
す
が
す

が
し
く
な
り
ま
す
。
も
し
仁じ

ん
の

心こ
こ
ろ

を
持も

っ
て
い
な
け
れ
ば
何な

に
を

し
て
も
無む

だ駄
で
し
ょ
う
。
ま
し

て
礼れ

い
ぎ儀
や
音お

ん
が
く楽
を
学ま

な

ん
だ
と

し
て
も
、
外が

い
け
ん見

を
飾か

ざ

っ
て
い

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
愛あ

い
じ
ょ
う情
は

大た
い
せ
つ切
で
す
。

　▽
著
者
・
本
多
勝
昭
／
元

中
学
校
校
長
、
鎌
倉
論
語
会

館
や
広
畑
ふ
れ
あ
い
塾
な
ど

で
論
語
講
師
を
務
め
る
。
鶴

巻
南
在
住
。

その21

地
元
産
の
お
い
し
い〝
朝
市
〟

布
、
き
ゃ
ら
ぶ
き
、
イ
ナ
ゴ

の
佃
煮
な
ど
が
並
ぶ
。
好
評

の
お
米
１
㎏
袋
詰
め
放
題
は

「
山
形
県
産
特
別
栽
培
米
雪

若
丸
」
を
５
０
０
円
で
実

施
。
Ｐ
（
上
宿
駐
車
場
30
分

無
料
チ
ケ
ッ
ト
）
あ
り
。
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
も
使
用
可
能
。

問
山
口
屋
米
店
☎
０
４
６

３
・
８
１
・
０
７
５
５

　今
月
は
、
毎
年
好
評
の
新

潟
久
比
岐
の
切
り
餅
（
白
・

草
・
豆
・
し
そ
・
玄
米
）
が

登
場
。
他
に
も
、
に
こ
に
こ

パ
ン
工
房
の
焼
き
た
て
パ

ン
、
秦
野
産
和
紅
茶
、
野
沢

　地
元
産
の
〝
お
い
し
い
も

の
〟
が
並
ぶ
「
丹
沢
朝
市
」

が
11
月
27
日
㈰
に
開
催
さ
れ

る
。
上
宿
観
音
参
道
で
午
前

９
時
半
か
ら
正
午
ま
で
。
小

雨
決
行
（
荒
天
中
止
）
。

●

●

●●

●

●

●

★

秦野

水無川

マンション
本町小

フ
ァ
ミ
マ

イ
オ
ン

タケメガネ

JA

北口

教会

四ツ角 片町通り上
宿
観
音
は
コ
チ
ラ

上
宿
観
音
で
11
月
27
日
㈰
開
催菜

ラ
ー
油
、
有
機

栽
培
ク
ラ
ブ
の
野

菜
、
豆
腐
、
ゆ

ば
、
と
ろ
ろ
昆

布
、
ふ
の
り
、
昆

特別企画
買い物された方先着
30人にプレゼント

特別企画
買い物された方先着
30人にプレゼント

今年話題の新品種・
秋田県産サキホコレ 300g
今年話題の新品種・
秋田県産サキホコレ 300g

　南
が
丘
写
友
会
が
11
月
28

日
㈪
か
ら
12
月
18
日
㈰
ま
で

南
が
丘
公
民
館
で
季
節
の
写

真
展
を
開
催
す
る
。
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
（
最
終

日
２
時
ま
で
）
。
出
品
者
は

菊
池
孝
七
、
草
山
た
か
子
、

石
川
直
興
、
曽
根
崎
純
尚
、

高
瀬
菊
夫
、
宇
田
美
貴
子
、

瀬
川
満
、
加
藤
藍
実
（
敬
称

略
）
☎
０
４
６
３
・
８
８
・

６
３
２
３
菊
池
さ
ん
。

菊
池
さ
ん
の
作
品

南
が
丘
写
友
会

「
季
節
の
写
真
展
」

「
季
節
の
写
真
展
」

南
が
丘
写
友
会

求
人

コ
ー
ナ
ー

地元で探そう
あなたの仕事！

■
求
人
広
告
の
ご
用
命
は…

　タウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
秦
野
編
集
室 

☎
０
４
６
３・７
７・３
３
３
１
へ
。

〜
記
者
が
原
稿
作
成
い
た
し
ま
す
〜


